
火星の大型クレータ-Miyamoto

作花一志(京都情報太学院大学)安達誠(束E天文学会)

「さきほど IAU(国際天文連合)の火星命名委員長の BradfordA. Smith 
博士から，火星のクレーダーに阻.yamotoの名がつけられたというメール

が届きました。すでに USGS(= United States Geological Surv句)のベ

ージ[1]に載っていますよ。」広島の佐藤健さんからメールが来たのは，ちょ

うど火星が地球に最接近した 2007年 12月 19日でした。 Miyamotoの由来

は，京都大学教授・花山天文台長・日本天文学会理事長・国際月面学会会

長・京都コンピュータ学院名誉学院長を務められた宮本正太郎 (1912

1992)先生にちなむものです。

火星は 2年 2ヶ月ごとに地球に近づきます。昨年秋から 2003年8月末の

大接近の時に比べるとやや地味ですが，それでも冬の夜空をにぎわしく飾

っています。赤い不気味な光を放つことから，人々は太古からこの星を恐

れその動きに注目していました。中国では赤々と燃え上がることから火星

と，またギリシアでは赤は血を連想することから軍神の名をとってマルス

と名づけられました。約 100年前にはいわゆる火星人の存在をめぐって天

文研究者も天文愛好家もホットな議論が交わされていました。しかし 1976

年実際に火星に探査機パイキングが到着して調査した結呆では，火星人は

おろか原始生物の存在も確認できませんでした。 1997年からは火星周囲衛

星マーズグローパルサーベイヤやマーズオッデセウスが近接写真を撮り続

け，現在では火星の詳しい地図が作られています。その結果，火星の表面

は赤い砂漠でいたるところにクレーター(凹地)があります。海も森もな

く，大気は希薄な二酸化炭素が主成分で，とても地球のような活動的な惑

星ではありません。ところが標高 25，000m(エベレスト山の 3倍)にも達

する死火山があるところを見るとかつて激しい火山活動があったのでしょ

う。また峡谷や流水の跡が発見され，さらに地下には氷が見つかっていま

す。今は廃撞となった火星もかつては盛んに活動していたことが分かって

きました。

今回命名されたMiya皿otoは火星の赤道付近(南緯 2.9度，西経 7.0度)

にあり，直径は 160kmもあります。火星には， Schiaparelli (4 71km ;ス

キアパレリ 19世紀イタリアの天文学者にちなむ)， Huygens (470k皿.ホ

イへンス 17世紀オランダの天文学者にちなむ)など超大型クレーターもあ

りますが， Miyamotoもずいぶん大きなクレーターです。北半分は溶岩流の
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ようなものが流出込み、澗えかけているため，クレーターとして不鮮明な

のが残念ですが，それがかえってこのクレーターを地質学的に興味深いも

のにしているとも言えます.その底には赤鉄鉱と硫酸塩鉱物が存在してい

このクレーターの

図 1はり8GSの地図から切り敏いたもので，機嫌は南総5度，縦線は商

経5度です.この地は2田4年 1~ 4日に NASAの探査機オポチュ=ティ

ー(マーズ・ローパー2号掛が着地した近〈です.さらに来年秋打ち上げ，

再来年夏には着陸が予定されている"""sci個 eeLabora加ryの着陸地の

候補になっているそうで，今後の鯛査が期待されています.

宮本正太郎先生の生をふり返ってみる>

1912年広島県尾道市にお生まれ。

1936年京都大学理学郁宇宙物理学教室を率業.

1948年京都大学理学郎教授左なられ

19回年第3代花山天文台長に批任され，日本天文学会理事長，国際月商

学会会長， 東亜天文学会副会長なrの要職を歴任されました.

1976年京都大学を定年退鳴して，京都ロンピュータ学院名誉学院長に車主

任され，

1田2年永眠 (79歳).
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10年前に佐藤さんの提案で藤井旭さん(福島白河観測所)，関勉さん(高

知芸西天文台)と作花の 4人共同で宮本先生の名前を小惑星に命名し，そ

れは(7594)Sho回xoと登録されています。今年の6月下旬には士星，火星，

Sho国xoが西の空のしし座のレグノレスの近くで並ぶのが望遠鏡で眺められ
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* 園 2 2∞8年6月22日21時の京都の空。矢印は Shotaroで，そのよには

火星，その左にレグルスと土星が見える.

宮本先生はわが国の天体物理学のパイオニアとして様々な分野で先駆的

な研究がありますが， 3つに大別できます。(1)1940年代前半までは主とし

て惑星状星雲・中性子星の研究， (2)1940年代後半からは主として早期型特

異星の大気・太陽コロナの研究，また(3)花山天文台長就任以降は主として
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月の地形火星の気象の研究でそれぞれ世界のトフプレベルの業噛を挙げ

られました.特に広陽コロナの温度が 150万度であることを，世界で初めて
Eし〈計算された車問。血2)は60年経っても商く評価されています.ま
た中性子星の研究 (1担。は，当時まだ世界中のほとんどの研究者が注目

Lていなかった新分野で，これを手がげている研究者がわが固にいたこk

自体が鴛易でした.これらの蛤文は第二次太戦中に，しかも日本語で書か
れたため維にも知られることな〈埋もれてしまったのが残念です.先生の
研究分野はほとんど邦人未到の帽域であり，しかも独力でチャレンジされ
ています'.3つの分野 l 

の研究はそれぞれ後
継者によって発展し
ています.宮本揖生
の周忌に刊行され
た『宮本正太郎険文
集J(図 3)は 17田

買を纏える大著で，
1凹偏の論文が収め

られています園。今
回の命名は経書健さ
んがこの愉文車を重
要な参考文般として

IAUに命名申鯖した
ことによるものです.

s宮本正太郎前文集

以上のことは霜山星空ネットワ}クおよび作唱のウェプ[31.[4]にも蛾っ

ています.
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